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小笠原の花・木・鳥・魚 

花 ムニンヒメツバキ  木 タコノキ 

鳥 ハハジマメグロ   魚 アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ貯水率 

２/2２現在 

父島 

92.8/100 

母島  

81.3/100 

1月気象状況  (父島) 

最高気温 23.3℃ 

最低気温 11.7℃ 

平均気温 18.5℃ 

平均湿度 69％ 

月降水量 23.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(２/1) 

      2,598人 

      父島   母島         

 人口  2,145人  453人 

 世帯  1,258     269 

                   
 

                
 

            

  

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
に
よ
る

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
支
援
と
し
て
、
国
の
「重
点

支
援
地
方
交
付
金
」を
活
用
し
、
令
和
５
年
度
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
対
し
て
物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金

(

７
万
円)

を
支
給
し
ま
す
。 

 【支
給
対
象
世
帯
の
要
件
】 

(

１)

基
準
日(

令
和
５
年
12
月
１
日)

に
お
い
て
、
小

笠
原
村
の
住
民
で
あ
る
こ
と
。 

(

２)

世
帯
全
員
が
令
和
５
年
度
分
の
住
民
税(

均
等

割)

非
課
税
の
世
帯
で
あ
る
こ
と
。 

(

３)

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等

の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
は
な
い
こ
と
。 

(
４)
租
税
条
約
に
よ
る
住
民
税
の
免
除
を
届
け
出
て

い
る
方
が
い
な
い
こ
と
。 

(

５)

す
で
に
他
自
治
体
か
ら
世
帯
主
と
し
て
同
趣
旨

の
給
付
金(
７
万
円)

を
受
給
し
た
方
が
い
な
い
こ

と
。 

【手
続
き
方
法
】 

１
．「支
給
の
お
知
ら
せ
」が
届
く
世
帯(

プ
ッ
シ
ュ
型) 

対
象
世
帯
の
う
ち
小
笠
原
村
で
３
万
円
の
給
付
金

を
す
で
に
受
給
し
、
世
帯
主
に
変
更
が
な
く
、
か
つ
世

帯
員
に
異
動
が
な
い
世
帯
で
、
今
回
の
「支
給
の
お
知

ら
せ
」を
受
け
取
ら
れ
た
世
帯
は
基
本
的
に
手
続
き

不
要
で
す
。 

２
．「確
認
書
」が
届
く
世
帯 

(

「１
」以
外
の
対
象
者
で
令
和
５
年
１
月
２
日
以
降

に
小
笠
原
村
に
転
入
者
が
い
な
い
世
帯) 

「確
認
書
」の
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
申
請
期

限
ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
、
ま
た
は
窓

口
に
提
出
く
だ
さ
い
。
「確
認
書
」の
返
信
や
提
出
が

な
い
場
合
は
本
給
付
金
の
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。 

３
．申
請
が
必
要
な
世
帯 

(

「１
」以
外
の
世
帯
の
う
ち
、
令
和
５
年
１
月
２
日
以

降
に
小
笠
原
村
に
転
入
者
が
い
る
世
帯) 

申
請
す
る
場
合
は
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。(

申

請
書
は
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド(

準
備
中)

ま
た
は
、
総
務
課
総
務
係
お
よ
び
母
島

支
所
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。) 

《必
要
書
類
》 

①
本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
保
険
証
な
ど)

の
コ
ピ
ー 

②
振
込
先
口
座
を
確
認
す
る
た
め
の
通
帳
や
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー 

③
令
和
５
年
１
月
１
日
時
点
で
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
が
発
行
す
る
「令
和
５
年
度
住
民
税
非
課

税
証
明
書
」 

「現
住
所
と
令
和
５
年
１
月
１
日
時
点
の
住
所

と
異
な
る
」欄
が
「異
な
る
」に
該
当
す
る
方
全

員
分 

【申
請
期
限
】４
月
30
日(

火) 

【注
意
事
項
】 

○
こ
の
給
付
金
は
「物
価
高
騰
対
策
給
付
金
に
係
る

差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
差
押
禁
止

及
び
非
課
税
所
得
と
な
り
ま
す
。 

○
給
付
金
受
給
後
、
支
給
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
場
合
に
は
給
付
金
を
返
還
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

○
臨
時
特
別
給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
や
個

人
情
報
の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
小
笠
原
村

や
内
閣
府
の
職
員
な
ど
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話

や
郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、
小
笠
原
村
や
警
察
署
、

警
察
相
談
専
用
電
話(

♯
９
１
１
０)

に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

 
３
月
中
に
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
申
請
書
等

を
掲
載
予
定
で
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先
・提
出
窓
口 

 
 
 
 
 
 
 

総
務
課 

総
務
係 

          

２―

３
１
１
１ 

母
島
支
所 

庶
務
係 

        

３―

２
１
１
１ 

  

   

「小
笠
原
村
民
み
ん
な
の
ク
ー
ポ
ン
券(

２
０
２

３)

」取
扱
事
業
者
の
換
金
請
求
方
法
は
、
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
換
金
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
請
求
期
間
に
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【請
求
期
間
】３
月
２９
日(

金)

ま
で 

【請
求
書
類
提
出
先
】村
役
場
財
政
課
・母
島
支
所 

【必
要
書
類
】 

①
換
金
請
求
書 

②
利
用
さ
れ
た
ク
ー
ポ
ン
券 

 
 

※
①
換
金
請
求
書
に
は
代
表
者
印
の
押
印
、
②
利
用

さ
れ
た
ク
ー
ポ
ン
券
裏
面
に
は
事
業
者
確
認
印
の

押
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

財
政
係  

 

２―

３
１
１
２ 

    

小
笠
原
村
で
は
、
扇
浦
園
地
の
更
な
る
魅
力
お
よ

び
賑
わ
い
あ
る
空
間
の
創
出
、
園
地
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

【営
業
可
能
期
間
】４
月
１
日(

月)

～
６
月
３０
日(

日) 

【申
込
期
間
】３
月
１
日(

金)

～
１５
日(

金) 

 

詳
細
・申
し
込
み
方
法
等
は
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

   

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
２―

３
１
１
４ 
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 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金(

７
万
円
給
付) 

 

小
笠
原
村
民
み
ん
な
の
ク
ー
ポ
ン
券 

取
扱
事
業
者
の
換
金
請
求 

今
月
末
ま
で 

 

扇
浦
園
地 

キ
ッ
チ
ン
カ
ー 

出
店
者
を
募
集
し
ま
す 
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◎
戸
籍
証
明
書
等
の
広
域
交
付
制
度
の
開
始 

こ
れ
ま
で
戸
籍
証
明
書
等
は
、
本
籍
地
の
市
区
町

村
で
な
い
と
取
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

３
月
１
日(

金)

か
ら
、
戸
籍
証
明
書
等
を
最
寄
り
の

市
区
町
村
の
窓
口
で
も
取
れ
る
よ
う
に
な
る
広
域
交

付
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
欲
し
い
戸
籍
の
本
籍
地
が
全
国
各
地
に

あ
っ
て
も
、
１
か
所
の
市
区
町
村
の
窓
口
で
ま
と
め
て

請
求
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 【広
域
交
付
の
方
法
】 

○
戸
籍
証
明
書
等
を
請
求
で
き
る
方
が
、
市
区
町
村

の
戸
籍
担
当
窓
口
に
お
越
し
に
な
っ
て
請
求
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。(

郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
請
求

は
出
来
ま
せ
ん
。) 

○
窓
口
に
お
越
し
に
な
っ
た
方
の
顔
写
真
付
き
の
身

分
証
明
書(

運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

等)

の
提
示
が
必
要
で
す
。 

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
さ
れ
て
い
な
い
一
部
の
戸
籍
証

明
書
、
一
部
事
項
証
明
書
、
個
人
事
項
証
明
書
は

請
求
出
来
ま
せ
ん
。 

【戸
籍
証
明
書
等
を
請
求
出
来
る
方
】 

○
本
人 

○
夫
ま
た
は
妻 

○
父
母
、
祖
父
母
な
ど(

直
系
尊
属) 

○
子
、
孫
な
ど(

直
系
卑
属) 

※
兄
弟
姉
妹
の
戸
籍
証
明
書
等
は
請
求
で
き
ま
せ

ん
。 

【戸
籍
届
出
時
の
変
更
事
項
】 

３
月
１
日(

金)

よ
り
、
婚
姻
届
や
転
籍
届
な
ど
の

戸
籍
届
出
時
に
、
戸
籍
証
明
書
等
の
添
付
が
原
則
不

要
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

  

    

口
座
振
替
・ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
の
振
替
方

法
に
前
納(

６
か
月
前
納
・１
年
前
納
・２
年
前
納)

を

選
択
し
た
場
合
、
年
度
の
途
中
か
ら
で
も
ま
と
め
て

前
払
い(

前
納)

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
と
め
て
前
払
い
を
す
る
と
割
引
が
適
用
さ
れ
ま

す
。 

【申
込
開
始
】３
月
１
日(

金) 

【注
意
事
項
】 

〇
６
か
月
前
納
を
選
択
し
た
方
で
初
回
振
替
日
が
５

月
末
か
ら
９
月
末
と
な
る
場
合
は
、
最
初
の
１０
月

末
に
初
め
て
６
か
月
分(

前
納)

の
振
替
と
な
り
ま

す
。 

〇
口
座
振
替
の
場
合
、
初
回
振
替
時
に
前
月
分
の
保

険
料
が
未
納
の
場
合
は
、
前
月
分
の
保
険
料
を
あ

わ
せ
て
振
替
し
ま
す
。  

 
 ●

問
合
せ
先 
 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０―

０
０
３―

０
０
４ 

村
民
課 

住
民
係 

            

２―

３
１
１
３ 

    

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
保
護
者
の
お
子

さ
ん
が
内
地
の
学
校
等
に
通
う
学
生
及
び
生
徒
で
、

一
時
帰
省
の
た
め
に
「お
が
さ
わ
ら
丸
」を
利
用
す
る

場
合
は
、
船
賃
が
35
％
割
引
に
な
る
制
度
が
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。 

こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
「お
が

さ
わ
ら
丸
」の
乗
船
券
購
入
前
に
「学
生
証
の
コ
ピ
ー
」

ま
た
は
「在
学
証
明
書
」を
ご
持
参
の
う
え
、
保
護
者

の
方
が
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
に
て
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

  

東
京
都
市
町
村
民
交
通
災
害
共
済
「ち
ょ
こ
っ
と

共
済
」は
、
東
京
都
の
全
市
町
村
の
住
民
が
会
費
を
出

し
合
い
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
、
見
舞
金
を
受
け
ら

れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

各
ご
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・加
入
申

込
書
に
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
る
と
と
も
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【Ａ
コ
ー
ス
】年
会
費
千
円 

最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金 

【Ｂ
コ
ー
ス
】年
会
費
５
０
０
円 

最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金 

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ―

ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
s://c

h
o
k
o
tto

k
y
o
sa

i.jp
/)

等

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

  ●
申
込
み
・問
合
せ
先 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

村
民
課 

住
民
係 

 
 
 
 
 
 
 

２―

３
１
１
３ 

  

３
月
２６
日(

火)

～
４
月
７
日(

日)

の
間
、
小
中
学

校
が
春
休
み
期
間
と
な
る
た
め
、
平
日
ダ
イ
ヤ(

扇
浦

線)

の
、
７
時
１５
分
小
港
海
岸
発
便
は
、
ど
な
た
で
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

 
●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

  

２―

３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 
  

２―

３
１
１
４ 

    

光
ケ
ー
ブ
ル
更
新
工
事
に
伴
い
、
母
島
に
お
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・携
帯
電
話
が

一
時
的
に
利
用
で
き
な
い
時
間
帯
が
発
生
し
ま
す
。 

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

《イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
》 

３
月
２２
日(

金)

～
２７
日(

水) 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
／
午
前
０
時
～
５
時 

《携
帯
電
話
》 

３
月
２５
日(

月)

～
２７
日(

水) 

午
前
０
時
～
午
前
４
時 

※
最
大
で
３０
分
程
度
サ
ー
ビ
ス
が
停
止
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

  

東
港
ト
イ
レ
は
現
在
使
用
で
き
な
い
状
態
に
あ
り
、

今
後
使
用
を
禁
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
令
和
６
年
度
に
撤
去
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３―

２
１
１
１ 

  

【職
種
】一
般
業
務
員(

保
育
補
助
業
務) 

【勤
務
先
及
び
採
用
人
数
】 

父
島
保
育
園
：２
名
、
母
島
保
育
園
：１
名 

【任
用
期
間
】 

令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日 

【勤
務
時
間
】午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分
の
間 

(

シ
フ
ト
勤
務
あ
り 

週
29
時
間) 

【応
募
資
格
】不
問(

保
育
士
免
許
所
有
者
を
優
先) 

【応
募
方
法
】 

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
村
民
課
福
祉

係
ま
た
は
母
島
支
所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

【報
酬
額(

時
給)

】 

保
育
士
免
許
有…

１
，
１
６
４
円
～
１
，
３
６
３
円 

保
育
士
免
許
無…

１
，
１
１
３
円
～
１
，
２
０
５
円 

【申
込
期
限
】３
月
29
日(

金) 

※
採
用
人
数
が
定
員
に
達
し
次
第
、
募
集
終
了
と
な

り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

３
月
１
日
よ
り
戸
籍
の
手
続
き
が 

便
利
に
な
り
ま
す 

 

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
・ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
の
前
納
が
年
度
途
中

か
ら
可
能
に
！ 

 

交
通
災
害
共
済
「ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」 

 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

光
ケ
ー
ブ
ル
更
新
工
事
に
伴
う 

サ
ー
ビ
ス
停
止
の
お
知
ら
せ(

母
島) 

 

母
島
東
港
ト
イ
レ
使
用
禁
止
に
つ
い
て 

 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集 

 

小
笠
原
村
出
身
学
生
の 

一
時
帰
省
の
た
め
の
学
生
割
引 
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２
月
29
日
付 

【退
職
者
】《 
》内
は
旧
所
属 

星
野 

愛
実(
看
護
師) 

《医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所)

》  

   

出
張
期
間
：
12
月
20
日
～
30
日 

・斉
藤
国
土
交
通
大
臣
意
見
交
換 

・新
藤
経
済
再
生
担
当
大
臣
面
談 

・全
国
離
島
振
興
協
議
会
懇
談
会
出
席 

・そ
の
他 

国
会
議
員
、
都
議
会
議
員
、
国
、
東
京
都
等

年
末
挨
拶
お
よ
び
打
ち
合
わ
せ 

等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
張
期
間
：１
月
10
日
～
19
日 

・東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

愛
ら
ん
ど
シ
ャ
ト
ル 

事
業
視
察(

八
丈
島
、
利
島
、
大
島) 

・世
界
自
然
遺
産
五
地
域
会
議
出
席(

京
都
市) 

・そ
の
他 

関
係
機
関
等
挨
拶
お
よ
び
打
ち
合
わ
せ
等 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

  

２―

３
１
１
１ 

                

                                       

                                       

                            
 

           

小
笠
原
村
人
事
異
動 

 
村
長
出
張
報
告(
12
月
・１
月) 

 

 

 

第５１回小笠原ロードレース大会結果  
 

２月４日に実施しましたロードレース大会の、各部門の上位結果を紹介いたします。 

 

【一般女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 堀澤 麻美 17分 59秒 

第２位 石川 唯   18分 34秒 

第３位 井上 直美 18分 56秒 
 
【小学生低学年女子の部  ２ｋｍ】 

第１位 猪村 希結  9分 41秒 

第２位 兵頭 里玖   9分 49秒 

第３位 白倉 りん 10分 15秒 
 
【小学生高学年女子の部  ４ｋｍ】 

第１位 阿部みんみ 19分 26秒 

第２位 吉田 優衣 20分 06秒 

第３位 伊藤 夕夏 20分 12秒 
 
【中学生女子の部 ４ｋｍ】 

  第１位 山下 桜音 18分 53秒 

第２位 髙嶺和久乃 19分 01秒 

第３位 小森谷波花 19分 15秒 
 
【高校生女子の部 ４ｋｍ】 

  第１位 工藤 甘実 19分 17秒 

第２位 後藤 美咲 19分 33秒 

第３位 白倉こころ 19分 44秒 
 

【一般男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 小野田洋介  16分 12秒 

第２位 内門 和也  19分 40秒 

第３位 久末 遊   21分 20秒 
 
【小学生低学年男子の部 ２ｋｍ】 

第１位 鈴木 丈琉   8分 04秒 

第２位 川口 以織  8分 08秒 

第３位 阿部 よん  8分 24秒 
 
【小学生高学年男子の部  ４ｋｍ】 

第１位 山田 真生 16分 39秒 

第２位 白倉 朔   16分 43秒 

第３位 髙嶺 快功 16分 43秒 
 
【中学生男子の部 ６ｋｍ】 

第１位 市野 大和 24分 50秒 

第２位 小野 雅治 25分 15秒 

第３位 横山 蓮  25分 33秒 
 
【高校生男子の部 ６ｋｍ】 

  第１位 持田 翼  27分 08秒 

第２位 緒環 良吹 27分 42秒 

第３位 鯰江 和人 28分 25秒 

【一般男子の部 ６ｋｍ 】 

第１位 広岡 卓  21分 53秒 

第２位 小泉 亘   23分 17秒 

第３位 鈴木 拓也 24分 07秒 
 
【団体の部 男子 ６ｋｍ】上位５名の合計 

第１位 ジャスティス海自合同チーム 

           2時間 04分 46秒 

第２位 小笠原中学校 2時間 07分 12秒 

第３位 小笠原支庁  2時間 16分 58秒 

        

【団体の部 女子 ４ｋｍ】上位５名の合計 

第１位 Oga Runレディース 

           1時間 37分 12秒 

第２位 小笠原中学校 

           1時間 38分 28秒 

第３位 小笠原高等学校 

           1時間 41分 07秒 

 

 

当日は、天候にも恵まれて 309名の選手が出場しました。 

選手一人一人が、日ごろの練習の成果を出し切ろうと一生懸命走ってい

る姿がとても印象的でした。また沿道からの応援が選手の背中を押してい

たように感じました。 

なお、小笠原ロードレース大会は、小笠原村体育協会の各競技構成メン

バーから選出された監察員を始めとする多くの方々のご協力により運営さ

れております。 

大会の運営にご協力いただきました各関係機関および諸団体の皆様に、

紙面を借りてお礼申し上げます。また、交通規制へのご協力いただいた皆

様ありがとうございました。 

●問合せ先  小笠原ロードレース実行委員会（教育委員会内）２―３１１７ 
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音
楽
発
表
会
（全
学
年
）を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
保
護
者
・地
域
の
皆
様
方
に
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
観

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

【期
日
】３
月
10
日
（日
） 

【時
間
】午
前
９
時
20
分
～
10
時
10
分 

【場
所
】小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館 

【内
容
】 

《各
学
年
合
唱
》 

１
年
生
：「あ
さ
が
お
」 

２
年
生
：「旅
立
ち
の
時 

～A
sia

n
 d

re
a
m

 so
n
g

～
」 

３
年
生
：「群
青
」 

《全
校
吹
奏
楽
》 

 

「M
A

R
C

H
 F

O
R

 F
R

E
E

D
O

M
 

」 

 

「名
探
偵
コ
ナ
ン 

メ
イ
ン
テ
ー
マ
」 

※
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

※
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 
 

２―

２
５
０
２ 

    

昨
今
、
学
校
教
職
員
の
長
時
間
勤
務
等
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年
３
月
に

小
笠
原
村
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則(

以

下
「規
則
」と
い
う
。)

を
改
正
し
、
教
育
職
員
の
勤
務

時
間
外
の
在
校
等
時
間(

※
１)

を
１
か
月
45
時
間

以
内
、
年
間
３
６
０
時
間
以
内
と
定
め
て
い
ま
す
。 

令
和
元
年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
の
教
育
職
員
１
人

あ
た
り
の
平
均
の
勤
務
時
間
外
の
在
校
等
時
間
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

(

※
１)

在
校
等
時
間
：教
職
員
が
勤
務
の
た
め
学
校

に
到
着
し
た
時
間
か
ら
、
勤
務
を
終
え
学
校
を
出
る

時
間
ま
で
の
時
間(

校
外
に
お
け
る
勤
務
時
間
も
含

む) 【令
和
元
年
度
】(

※
２) 

月
平
均
45
・
83
時
間
、
年
間
５
４
９
・
92
時
間 

【令
和
２
年
度
】 

月
平
均
31
・
17
時
間
、
年
間
３
７
４
・
04
時
間 

【令
和
３
年
度
】 

月
平
均
27
・
42
時
間
、
年
間
３
２
９
・
04
時
間 

【令
和
４
年
度
】 

月
平
均
27
・
44
時
間
、
年
間
３
２
９
・
28
時
間 

（※
２
）
10
月
～
３
月
の
６
か
月
間
を
年
間
値
に
換
算 

 

規
則
の
改
正
以
前
で
は
、
基
準
を
上
回
る
在
校
等

時
間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度
以
降
は
、

基
準
内
に
収
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
数
値
は
、

あ
く
ま
で
も
平
均
値
の
た
め
、
現
在
も
基
準
を
上
回

っ
て
い
る
職
員
も
い
る
の
に
加
え
、
こ
こ
２
年
間
は
改

善
の
傾
向
が
見
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

村
立
学
校
の
労
働
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
教

育
職
員
に
は
、
子
供
た
ち
と
の
関
わ
り
や
授
業
の
準

備
と
い
っ
た
本
来
の
業
務
に
専
念
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
、

学
校
事
務
効
率
化
の
た
め
、
全
村
立
学
校
に
統
合
型

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
、

働
き
方
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

保
護
者
お
よ
び
地
域
の
皆
様
に
も
、
教
職
員
の
働

き
方
改
革
の
推
進
に
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
教
育
委
員
会
か
ら
の
保
護
者
の
皆
様
へ
の
お
願
い 

村
立
学
校
教
職
員
の
正
規
の
勤
務
時
間
は
、
父
島

が
午
前
７
時
45
分
～
午
後
４
時
30
分
、
母
島
が
午

前
７
時
50
分
～
午
後
４
時
45
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(

休
憩
・休
息
時
間
を
除
く
７
時
間
45
分) 

先
生
方
は
、
早
く
登
校
す
る
子
供
た
ち
に
対
応
す

る
た
め
、
早
い
時
間
か
ら
出
勤
し
て
い
る
実
態
が
あ

り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
お
子
さ
ん
の
学
校
の
到
着

時
間
が
午
前
７
時
30
分
以
降
に
な
る
よ
う
に
、
家
を

出
る
時
間
を
調
整
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

ゆ
と
り
あ
る
勤
務
環
境
を
整
え
、
先
生
方
が
子
供

た
ち
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
え
る
時
間
を
よ
り
多
く

取
れ
る
よ
う
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 
 
 

２―

３
１
１
７ 

   

小
笠
原
村
で
は
、
大
学
・大
学
院
、
高
等
専
門
学
校

ま
た
は
専
修
学
校
に
在
学
し
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
な
方
を
対
象
に
学
資
金
の
貸
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。  

 

【貸
付
の
要
件
】 

〇
貸
付
の
日
の
３
年
前
か
ら
引
き
続
き
小
笠
原
村
に

住
所
を
有
す
る
者
の
子
で
あ
る
こ
と
。 

〇
大
学
・大
学
院
の
第
１
学
年
、
高
等
専
門
学
校
の
第

４
学
年
ま
た
は
専
修
学
校
の
第
１
学
年
で
あ
る
こ

と
（た
だ
し
、
大
学
も
し
く
は
専
修
学
校
の
第
２
学

年
以
上
の
学
年
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
の
第
５
学

年
に
在
学
中
で
、
学
資
金
の
貸
付
を
必
要
と
す
る

特
別
の
事
情
が
発
生
し
た
場
合
を
除
く
）。 

【貸
付
金
額
】  

〇
月
額
２
万
５
千
円 

〇
申
請
方
法
、
償
還
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

    

七
島
信
用
組
合
で
は
、
平
成
29
年
12
月
に
創
立

60
周
年
を
記
念
し
、
長
き
に
亘
り
ご
支
援
い
た
だ
い

て
い
る
地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
、
返
還
不
要

の
奨
学
金
制
度
を
設
立
し
ま
し
た
。 

島
嶼
出
身
者
が
大
学
・短
期
大
学
・専
修
学
校
等
に

進
学
す
る
際
に
は
、
引
っ
越
し
の
手
配
や
住
居
の
契

約
な
ど
に
か
か
る
費
用
が
数
十
万
円
に
な
る
こ
と
が

多
く
、
家
計
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
制

度
で
は
、
よ
り
負
担
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
ご
子
女
を
対
象
に
新
生
活
の
支
度
金
と
し

て
奨
学
金
を
給
付
し
、
進
学
に
か
か
る
費
用
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

次
の
募
集
要
項
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【受
給
資
格
】以
下
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。 

①
令
和
６
年
４
月
に
大
学
・短
期
大
学
・専
修
学
校
等

へ
進
学
す
る
こ
と
。 

②
ひ
と
り
親
家
庭
の
ご
子
女
で
、
保
護
者
が
伊
豆
諸

島
、
小
笠
原
諸
島
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。 

③
父
母
ま
た
は
家
計
を
支
え
て
い
る
人
の
収
入
が
、

給
与
所
得
者
の
場
合
７
０
０
万
円
以
下
（源
泉
徴

収
票
の
支
払
金
額
）、
給
与
所
得
者
以
外
は
４
０
０

万
円
以
下
（確
定
申
告
書
の
所
得
金
額
）で
あ
る
こ

と
。 

【給
付
金
額
】１
人
１
回
限
り
10
万
円 

※
返
還
不
要 

【定
員
】
15
名 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
厳
正
な
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。 

【給
付
方
法
】一
括
給
付 

※
申
請
者
本
人
ま
た
は
保
護
者
名
義
の
当
組
合
「普

通
預
金
」口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。 

【募
集
期
間
】４
月
１
日
（月
）～
26
日
（金
） 

【結
果
発
表
】 

５
月
中
旬
頃
、
郵
便
に
て
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【給
付
時
期
】５
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 

七
島
信
用
組
合 

小
笠
原
支
店 

２―

７
４
１
０ 

 
 

七
島
信
用
組
合 

本
部 

奨
学
金
係 

 

０
４
９
９
２―

２―

１
６
６
１ 

  

小
笠
原
中
学
校 

 

音
楽
発
表
会
の
お
知
ら
せ 

し
ん
く
み
は
ば
た
き
奨
学
金 

村
立
学
校
教
育
職
員
の 

勤
務
状
況
の
公
表 

 

 

小
笠
原
村
奨
学
資
金 
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３
月
１
日(

金)

か
ら
建
築
確
認
・許
可
申
請
等
の

運
用
が
変
更
と
な
り
ま
す
。 

詳
細
は
、
２
次
元
コ
ー
ド
（東
京
都
都
市
整
備
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
）か
ら
ご
確
認
い
た
だ
き
、
申
請
者
の
ご

都
合
に
合
わ
せ
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 ◎
受
付
窓
口
の
変
更
に
つ
い
て(

紙
申
請) 

【変
更
前
】小
笠
原
支
庁
の
窓
口(

土
木
課
住
宅
担
当) 

【変
更
後
】小
笠
原
支
庁
、
東
京
都
都
市
整
備
局
の
窓

口(

第
二
本
庁
舎
３
階
中
央
：市
街
地
建
築
部
建
築
指

導
課
窓
口)

の
ど
ち
ら
で
も
可
能
に 

  

◎
電
子
申
請
の
受
付
開
始
に
つ
い
て 

「東
京
都
建
築
確
認
等
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」に
よ
り

電
子
申
請
の
受
付
を
開
始 

 
 

 

●
問
合
せ
先 

(

受
付
窓
口
の
変
更
に
つ
い
て) 

都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
建
築
指
導
課 

事
務
担
当 

０
３―

５
３
８
８―

３
３
７
１ 

(

電
子
申
請
の
受
付
開
始
に
つ
い
て) 

都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
建
築
指
導
課 

電
子

申
請
化
推
進
担
当
０
３―

５
３
８
８―

３
３
８
２ 

    

家
内
労
働
者
へ
仕
事(

内
職
な
ど)

を
委
託
し
て
い

る
委
託
者
の
方
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
家
内
労

働
者
数
な
ど
に
つ
い
て
、
「委
託
状
況
届
」を
労
働
基

準
監
督
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。 

４
月
30
日(

火)

ま
で
に
小
笠
原
総
合
事
務
所 

労

働
主
査
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

※
令
和
２
年
12
月
25
日
付
で
「委
託
状
況
届
」の
様

式
が
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
家
内
労
働
法
で
言
う
「家
内
労
働
者
」と
は
、
材
料

の
提
供
を
受
け
て
、
他
人
を
使
わ
ず
同
居
の
親
族

だ
け
で
物
の
製
造
、
加
工
を
行
い
、
工
賃
を
得
て
い

る
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
あ
て
名
書
き
の
よ
う

な
事
務
の
代
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
築
代
行
な

ど
、
物
の
加
工
を
伴
わ
な
い
委
託
を
受
け
て
い
る

人
は
「家
内
労
働
者
」に
あ
た
り
ま
せ
ん
。 

  
●
問
合
せ
先 

 
東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課
家
内
労
働
係 

 

０
３―

３
５
１
２―

１
６
１
４ 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

    

【日
時
】３
月
12
日(

火)

午
後
４
時
～
６
時 

【場
所
】母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退
職
・

解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

   

  

【実
施
日
程
】３
月
12
日(

火) 

【実
施
時
間
】午
後
７
時
～
８
時
３０
分 

【実
施
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《住
所
》小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《電
話
》０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 

２―

３
１
１
３ 

    

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【実
施
日
程
】３
月
２２
日(

金) 

【実
施
時
間
】午
前
１０
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
２０
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

(

受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０

分) 

 
 

   

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(

電
話
相
談)

を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

  

 【相
談
日
】月
・水
・金
曜
日 

     

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

【相
談
時
間
】午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く)

に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局 

都
民
生
活
部 

地
域
活
動
推
進
課 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

 

   

福
祉
バ
ザ
ー(

父
島)

を
開
催
し
ま
す
。 

寄
付
物
品(

家
具
含
む)

を
募
集
し
て
い
ま
す
。(

引

き
取
り
に
も
伺
い
ま
す
。) 

飲
食
の
出
店
は
、
３
月
５
日(

火)

ま
で
に
指
定
の

用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
委
託
販
売
も
行
い

ま
す
。 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
同
時
開
催
し
ま
す
。 

(

申
込
不
要
、
当
日
９
時
か
ら
準
備
で
き
ま
す
。) 

※
出
店
者
は
、
売
上
の
一
部
の
ご
寄
付
を
お
願
い
し

ま
す
。 

皆
さ
ま
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【日
時
】３
月
１０
日(

日)

午
前
１０
時
～
午
後
２
時 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

２―

２
４
８
６ 

 

建
築
確
認
・許
可
申
請
等
の
受
付
窓
口

の
変
更
／
電
子
申
請
の
受
付
開
始 

家
内
労
働
の
「委
託
状
況
届
」は 

４
月

日
ま
で
に 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

「島
し
ょ
法
律
相
談
」の
ご
案
内 

福
祉
バ
ザ
ー
の
開
催(

父
島) 

東
京
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼ 

東
京
都
都
市
整
備
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼ 

東
京
都
都
市
整
備
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼ 
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３
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【父
島
】 

《日
時
》３
月
７
日(

木)

午
後
２
時
３０
分
～
４
時 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【母
島
】 

《日
時
》３
月
７
日(

木)

午
後
３
時
３０
分
～
４
時 

《場
所
》母
島
診
療
所 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

   

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

      

３―

２
１
１
１ 

   

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
１０
か
月
、
１
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【日
時
】３
月
１４
日(

木) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

  

身
長
・体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子
手
帳
を

ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【対
象
者
】０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【日
時
】３
月
１９
日(

火) 

受
付
時
間 

午
前
１０
時
～
１１
時 

【場
所
】母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

    

３
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に

な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
ー
２
５
０
０
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※()

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                    

             

◎
く
ろ
し
お
丸
の
運
航
期
間
の
変
更 

は
は
じ
ま
丸
ド
ッ
ク
中
の
代
船
く
ろ
し
お
丸
の
運

航
期
間
に
つ
い
て
、
伊
豆
諸
島
開
発
株
式
会
社
の
配

船
上
の
都
合
に
よ
り
変
更
と
な
り
ま
す
。 

【変
更
前
】３
月
12
日(

火) 

ま
で 

【変
更
後
】３
月
９
日(

土) 

ま
で 

な
お
、
気
象
条
件
等
に
よ
り
、
再
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
ー
３
４
５
５
ー
３
０
９
０ 

 

◎
ヤ
マ
ト
運
輸(

株)

宅
急
便 

運
賃
・料
金
の
改
定 

【改
定
日
】４
月
１
日
（月
） 

【対
象
商
品
】  

①
１
８
０
サ
イ
ズ
・２
０
０
サ
イ
ズ 

②
ク
ー
ル
（冷
凍
・冷
蔵
）料
金 

新
運
賃
・
新
料
金
な
ど
詳
し
く
は
ヤ
マ
ト
運
輸

(
株)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

１
月
12
日
付
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー

ス)
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
小
笠
原
か
ら
は
４
月
６
日(

土)

父
島
発
お
が
さ
わ

ら
丸
積
込
み
分
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。 

※
３
月
中
旬
よ
り
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
お
荷
物
の
搬
出
は
計
画
的
に
お
願
い
し
ま
す
。 

※
引
越
シ
ー
ズ
ン
は
お
届
け
希
望
日
を
最
短
日
で
ご

指
定
さ
れ
て
も
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ

さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

ヤ
マ
ト
運
輸(

株)

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

０
１
２
０―

０
１
ー
９
６
２
５ 

小
笠
原
海
運(

株)

父
島
営
業
所 

 
 

２
ー
２
５
０
０ 

(

株)

恵
興
小
笠
原
営
業
所 

 
 
 
 
 

２
ー
２
８
５
２ 

 

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
の
代
船
さ
る
び
あ
丸 

お
が
さ
わ
ら
丸
は
５
月
11
日(

土)

～
27
日(

月)

ま
で
の
期
間
ド
ッ
ク
入
り
し
ま
す
。
こ
の
間
次
の
日
程

で
代
船
さ
る
び
あ
丸(

６
０
９
９
ト
ン
・近
海
定
員
２

８
４
名)

を
運
航
し
ま
す
。 

東
京
発 

５
月
21
日(

火) 

午
前
10
時 

父
島
着 

５
月
22
日(

水) 

午
後
３
時 

 

父
島
発 

５
月
23
日(

木)

午
前
10
時
30
分 

東
京
着 

５
月
24
日(

金)

午
後
３
時
30
分 

                 

※
お
が
さ
わ
ら
丸
の
特
等
、
特
２
等
に
相
当
す
る
席

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
表
に
な
い
運
賃
に
つ
い
て
は
窓
口
に
お
問
合
せ
下

さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

 

父
島
営
業
所 

 
 
 

２―

２
５
０
０ 

小
笠
原
ア
イ
ラ
ン
ズ
農
協
母
島
支
店 

３
ー
２
３
３
１ 

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,158 等級 大人 小人 学生

59,900 51,250 29,950 (+2,230) 5,080 2,540 4,070

(+10,400) (+8,900) (+5,200) 16,904 (+1,130) (+560) (+910)

43,260 34,610 21,630 (+2,076) 6,100 3,050

(+7,510) (+6,010) (+3,750) 15,550 (+1,360) (+680)

32,590 26,080 16,300 (+1,910) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+5,660) (+4,530) (+2,830) 1,819

28,610 22,890 14,310 (+223)

(+4,970) (+3,970) (+2,490) 1,354 9,893

等級 村民 村民小人 身障者 (+166) (+1,445)

46,930 23,470 29,950 9,274

(+8,150) (+4,080) (+5,200) (+1,354)

30,290 15,150 21,630 8,656

(+5,260) (+2,630) (+3,750) (+1,264)

22,820 11,410 16,300 991

(+3,960) (+1,980) (+2,830) (+145)

20,030 10,020 14,310 747

(+3,480) (+1,740) (+2,490) (+109)

 　※くろしお丸運航

2/19㈪～3/9㈯

（予定）

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

【乗船券販売時間】

午前8時～午後4時まで　

　※ただし、入港日は午前9時～

　※昼休：午前11時30分～午後1時

3月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

‐
3
4
5
1

‐
5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

(

く
ろ
し
お
丸

)

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

‐
3
4
5
5

‐
3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,158 等級 大人 小人 学生

59,900 51,250 29,950 (+2,230) 5,080 2,540 4,070

(+10,400) (+8,900) (+5,200) 16,904 (+1,130) (+560) (+910)

43,260 34,610 21,630 (+2,076) 6,100 3,050

(+7,510) (+6,010) (+3,750) 15,550 (+1,360) (+680)

32,590 26,080 16,300 (+1,910) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+5,660) (+4,530) (+2,830) 1,819

28,610 22,890 14,310 (+223)

(+4,970) (+3,970) (+2,490) 1,354 9,893

等級 村民 村民小人 身障者 (+166) (+1,445)

46,930 23,470 29,950 9,274

(+8,150) (+4,080) (+5,200) (+1,354)

30,290 15,150 21,630 8,656

(+5,260) (+2,630) (+3,750) (+1,264)

22,820 11,410 16,300 991

(+3,960) (+1,980) (+2,830) (+145)

20,030 10,020 14,310 747

(+3,480) (+1,740) (+2,490) (+109)

 　※くろしお丸運航

2/19㈪～3/9㈯

（予定）

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

【乗船券販売時間】

午前8時～午後4時まで　

　※ただし、入港日は午前9時～

　※昼休：午前11時30分～午後1時

3月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

‐
3
4
5
1

‐
5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

(

く
ろ
し
お
丸

)

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

‐
3
4
5
5

‐
3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

さるびあ丸 席(部屋)数 ｼﾝｸﾞﾙ料

一般 78,200

村民 65,060

一般 60,640

村民 47,500

一般 32,990

村民 23,100

一般 28,960

村民 20,280

　※おがさわら丸の特等、特2等に相当する席はありません。

2名×6部屋

212席

18,000

18,000

-

-

さ る び あ 丸 運 賃 表（片道）

特１等相当 特　等：

1 等 相 当 : 特 1 等

2寝台相当 ：

２和室相当 : 1　等

特2等

東

京

着

５

月

おがさわら丸換算

24

日

㈮

午

後

3

時

運　賃

4名×6部屋

36席

 

定
期
予
防
接
種 

  

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診(

父
島) 

 

 

乳
幼
児
計
測
会(

母
島) 
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南
島
は
父
島
の
南
西
沖
に
あ
る
無
人
島
で
あ
り
、

沈
水
カ
ル
ス
ト
地
形
と
植
物
が
織
り
成
す
小
笠
原
を

代
表
す
る
景
勝
地
で
す
。
さ
ら
に
、
カ
ツ
オ
ド
リ
や
ア

ナ
ド
リ
、
セ
グ
ロ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
と
い
っ
た
海
鳥
の
繁

殖
地
と
し
て
も
重
要
な
場
所
で
す
。
昭
和
46
年
に
ノ

ヤ
ギ
が
根
絶
さ
れ
て
以
降
は
、
植
生
の
回
復
が
み
ら

れ
て
お
り
、
現
在
で
は
外
来
植
物
の
駆
除
、
海
鳥
の
卵

等
を
捕
食
す
る
ク
マ
ネ
ズ
ミ
へ
の
対
策
や
陸
産
貝
類

を
再
導
入
す
る
試
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
南
島
の
状
況
に
つ
い
て
、
実
際
の
作
業

を
通
じ
て
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
深
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
通
り
「南
島
外
来
植
物
除
去
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」の
募
集
を
行
い
ま
す
。 

 【日
時
】３
月
20
日(

水
・祝) 

午
前
８
時
～
午
後
２
時
ご
ろ 

※
天
候
・海
況
不
良
に
よ
り
、
実
施
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

【集
合
・解
散
場
所
】青
灯
台 

【募
集
人
数
】
20
名
程
度(

事
前
申
込
制) 

【募
集
期
間
】３
月
18
日(

月)

ま
で 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

【内
容
】南
島
に
お
け
る
外
来
植
物
の
除
草
作
業 

(

２
時
間
程
度)

と
生
き
物
観
察 

※
作
業
に
必
要
な
軍
手
等
は
貸
与
し
ま
す
。 

靴
を
必
ず
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

   

ネ
ズ
ミ
は
小
笠
原
に
は
元
々
生
息
し
て
お
ら
ず
、

人
の
移
動
な
ど
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
種
で

す
。
小
笠
原
の
無
人
島
で
は
、
固
有
の
カ
タ
ツ
ム
リ
や

植
物
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
、
海
鳥
を
守
る
た
め

に
ネ
ズ
ミ
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

有
人
島
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
「有
人
島
に
お

け
る
ネ
ズ
ミ
対
策
に
か
か
る
行
政
連
絡
会
」な
ど
で

関
係
行
政
機
関
に
よ
る
対
策
を
議
論
し
て
お
り
、
こ

の
一
環
と
し
て
各
行
政
機
関
と
関
係
者
で
、
集
落
内

各
地
に
お
け
る
ネ
ズ
ミ
の
一
斉
防
除
を
実
施
し
ま
す
。 

期
間
中
、
集
落
内
各
地
に
ネ
ズ
ミ
を
捕
獲
す
る
た

め
の
カ
ゴ
罠
が
設
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【実
施
期
間
】３
月
11
日(

月)

～
15
日(

金) 

【実
施
場
所
】父
島
集
落 

な
お
、
カ
ゴ
罠
等
の
貸
出
は
常
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 
環
境
課 
          

２―

２
２
７
０ 

   

◎
ネ
コ
の
島
内
譲
渡
の
お
知
ら
せ 

小
笠
原
で
は
、
「小
笠
原
ネ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し

て
、
山
域
・集
落
に
お
い
て
様
々
な
ネ
コ
対
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
山
域
の
ネ
コ
は
希
少
な
鳥
類
や
オ
オ
コ

ウ
モ
リ
な
ど
を
襲
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
捕
獲
し
、

都
内
の
動
物
病
院
に
譲
渡
し
、
人
に
慣
れ
さ
せ
て
か

ら
飼
い
主
を
探
し
ま
す
。 

今
回
、
山
域
で
捕
獲
し
た
ネ
コ
か
ら
産
ま
れ
た
仔

ネ
コ
に
つ
い
て
、
島
内
の
飼
養
希
望
者
へ
の
譲
渡
を
実

施
し
ま
す
。 

【申
込
期
間
】３
月
15
日(

金)

ま
で 

譲
渡
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
書
類
審
査
、
面
談
等

を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
込
み
方

法
等
に
つ
い
て
は
問
合
せ
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

  

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課
自
然
環
境
係) 

 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

 

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談 

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談
」を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【診
療
日
程
】 

○
３
月
14
日(

木)

午
前
11
時
～
正
午
、 

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分 

○
３
月
15
日(

金)

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

【場
所
】 

ネ
コ
と
小
型
犬
は
母
島
支
所
２
階
の
会
議
室
で
の

診
療
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
ネ
コ
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ

て
、
小
型
犬
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る
か
リ
ー
ド
を
し
て

抱
き
か
か
え
て
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
大
型

犬
や
複
数
頭
同
時
の
診
療
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【注
意
事
項
】 

診
療
・相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
診
療
は
有
料
、

相
談
は
無
料
で
す
。 

【予
約
申
込
み
先
】 

小
笠
原
動
物
対
処
室
０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課
自
然
環
境
係) 

 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

          

   

林
野
庁
補
助
事
業
「「小
笠
原
諸
島
」に
お
け
る
森

林
生
態
系
保
全
の
た
め
の
技
術
開
発
」に
お
い
て
、
①

外
来
植
物
の
侵
略
性
の
評
価
手
法
に
関
す
る
検
討
、

②
在
来
樹
木
の
生
育
適
地
の
調
査
・判
定
に
関
す
る

検
討
を
行
い
ま
し
た
。 

令
和
５
年
度
に
父
島
・母
島
で
実
施
し
た
各
種
試

験
に
つ
い
て
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
父
島
コ
ー
ヒ
ー

山
で
行
わ
れ
た
約
５０
年
に
渡
る
植
生
調
査
に
関
す

る
特
別
講
演
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回
は
オ
ン
ラ

イ
ン
の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【日
時
】３
月
１３
日(

水) 

午
後
６
時
３０
分
～
８
時
３０
分(

予
定) 

※
事
業
全
体
の
実
施
報
告
と
特
別
講
演
の
２
部
構
成

と
な
り
ま
す
。 

【実
施
方
法
】Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｘ
を
使
っ
た
ウ
ェ
ブ
配
信 

※
参
加
登
録
は
不
要
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
携

帯
電
話
で
の
視
聴
の
場
合
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｘ
ア
プ
リ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご
準
備
を
お
す
す
め
い

た
し
ま
す
。
ご
心
配
な
方
は
事
前
の
テ
ス
ト
接
続

を
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【特
別
講
演 

講
演
者
の
ご
紹
介
】 

宇
都
宮
大
学 

名
誉
教
授 

谷
本 

𠀋
夫
氏 

※
講
演
の
後
に
質
疑
応
答
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

h
ttp

s://ja
fta

2
.m

y
.w

e
b
e
x
.c

o
m

/ja
fta

2
.

m
y
/j.p

h
p
?
M

T
ID

=
m

d
e
c
3
6
7
d
9
8
6
b
a
0
5

4
8
5
9
e
d
e
4
e
d
e
4
2
5
b
7
6
a
 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ
Ｄ
：26

4
3
 0

6
9
 0

7
3
3
 

パ
ス
ワ
ー
ド
： x

P
m

V
f7

 

     

南
島
外
来
植
物
除
去 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集 

 

集
落
に
お
け
る 

ネ
ズ
ミ
の
一
斉
防
除(

父
島) 

 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

『林
野
庁
補
助
事
業
オ
ン
ラ
イ
ン 

実
施
報
告
会
』開
催
の
お
知
ら
せ 

※スマートフォンからの 

アクセスには 

 Webex アプリのインストール

が必要になります。 

Webex Meetingsアプリ 

ではございませんので 

お気を付けください。 
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●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

日
本
森
林
技
術
協
会(

担
当:

木
村) 

０
３―

３
２
６
１―

５
５
１
５ 

s
h
in

rin
h
o
z
e
n
@

ja
fta

.o
r.jp

 

    

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る

場
合
、
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
講
習
は
講
習
資
料
を
配
付
し
て
、
各
自
で

受
講
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
書
類
の
提
出
を
も
っ
て

講
習
修
了
と
し
ま
す
。 

次
の
目
的
で
講
習
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

電
話
に
て
お
申
込
み
い
た
だ
き
、
受
講
締
切
日
ま
で

に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
村
民
レ
ク
簡
易
講
習 

(

村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
て
指

定
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方) 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
講
習
を
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
「年
間

パ
ス
」の
携
行
が
必
要
で
す
。 

◎
調
査
研
究
簡
易
講
習 

(

調
査
・研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ
る

方) 森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の
各
自

受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
い
ず
れ
の
講
習
も
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま

す
。
有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希

望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
再
度
、
講
習
の
受
講
が
必

要
に
な
り
ま
す
。 

【パ
ス
発
行
ま
で
の
流
れ
】 

①
受
講
希
望
者
は
電
話
に
て
申
込
み
。 

②
講
習
資
料
を
配
布
。 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
必
要
書
類
を
受
講
締

切
日
ま
で
に
提
出
。 

④
講
習
修
了
書
・入
林
許
可
書
・年
間
パ
ス
又
は
腕
章

の
交
付
。 

【受
講
締
切
日
】３
月
19
日(

火) 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー   

 

２‐

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

 

２‐

２
１
０
３ 

 

    

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
で
は
小

笠
原
の
豊
か
な
自
然
を
後
世
に
残
す
た
め
、
外
来
植

物
の
駆
除
や
在
来
植
物
の
生
育
保
全
等
の
取
組
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
の
取
組
や
成
果
の
報
告
会
と
特
別
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

ご
視
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ
又
は
２

次
元
コ
ー
ド
よ
り
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【開
始
日
時
】３
月
７
日(
木)

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【実
施
方
法
】オ
ン
ラ
イ
ン
配
信(

参
加
登
録
不
要) 

【内
容
】 

○
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
の
取
組

報
告 

○
特
別
講
演 

「小
笠
原
植
物
研
究
50
年 

～
歩
い
て
、
見
て
、
考
え
た
～
」 

駒
沢
大
学
総
合
教
育
研
究
部
教
授 

清
水
善
和 

氏 

【配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】 

h
ttp

s://q
r.p

a
p
s.jp

/n
lE

y
U

 

 

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

日
本
森
林
技
術
協
会(

担
当
：山
本) 

０
８
０―

３
５
２
６―

５
１
６
８  

s
h
in

rin
h
o
z
e
n
@

ja
fta

.o
r.jp

 

  

  

【開
館
日
】毎
日
開
館 

【開
館
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

(

夜
間
開
館
日
は
午
後
９
時
ま
で) 

※
イ
ベ
ン
ト
・夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の
ポ

ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【特
別
展
】 

○
「ザ
・小
笠
原
の
イ
ル
カ
」展
～
あ
の
こ
ど
ん
な
こ
、

き
に
な
る
こ 

新
館
に
て
開
催
中 

小
笠
原
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ル
カ
の
個
体
識
別
調

査
や
生
態
な
ど
を
紹
介
し
、
海
で
イ
ル
カ
に
出
会
っ

た
時
に
さ
ら
に
楽
し
く
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
展

示
で
す
。 

○
「ク
ジ
ラ
」展
～
ク
ジ
ラ
と
イ
ル
カ
く
ら
べ
っ
こ 

 

開
催
中 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
実
物
大
展
示
、
生
態
紹
介
の
ほ

か
、
一
年
展
示
「イ
ル
カ
」展
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル

カ
と
比
べ
て
み
よ
う
と
い
う
展
示
も
あ
り
ま
す
。 

【講
演
会
】 

◎
東
京
都
立
大
学
公
開
講
座 

《日
時
》３
月
４
日(

月)

午
後
７
時
～
８
時 

《内
容
》 

①
小
笠
原
の
昔
の
気
象
の
は
な
し 

松
山
洋(

東
京
都
立
大
学
都
市
環
境
学
部
地
理 

環
境
学
科 

教
授) 

②
父
島
は
21
世
紀
も
乾
燥
化
し
て
い
る
の
か
？ 

 
 

鈴
木
健
介(

東
京
都
立
大
学
地
理
環
境
学
科
４
年) 

《場
所
》新
館
ホ
ー
ル 

《主
催
》東
京
都
立
大
学 

小
笠
原
研
究
委
員
会 

《共
催
》(

一
社)

ビ
ー
ア
イ
オ
ー 

《協
力
》(

公
財)

東
京
都
公
園
協
会
、
小
笠
原
村 

 

◎
希
少
植
物
！
！
「ム
ニ
ン
タ
イ
ト
ゴ
メ
」と
「シ
マ
ウ
ツ

ボ
」の
最
新
情
報 

《日
時
》３
月
21
日(
木) 

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分 

《内
容
》 

①
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
寄
生
性
植
物
の
生
態
と
進 

 

 

化 

 

西
村
明
洋(

京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程 

３
年) 

②
聟
島
列
島
固
有
の
新
種
ム
コ
ジ
マ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
の

発
見
、
そ
し
て
新
た
な
展
開
へ 

 

伊
東
拓
朗(

東
北
大
学
学
術
資
源
研
究
公
開
セ
ン
タ

ー
・植
物
園 

助
教) 

《場
所
》新
館
ホ
ー
ル 

《主
催
》東
京
都
小
笠
原
支
庁 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 
 

２―

３
０
０
１ 

   

地
球
規
模
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
海
ゴ
ミ
が
、
父
島

の
海
岸
に
も
多
く
漂
着
し
ま
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会(

Ｂ
Ｏ
Ｉ
Ｓ

Ｓ)

で
は
、
単
発
的
な
海
岸
清
掃
で
は
取
り
切
れ
な
い

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
対
し
て
、
利
用
者
の
多
い

海
岸
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
、
年
間
を
通
し
て

島
民
の
皆
様
に
回
収
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 回

収
し
て
い
る
の
は
、
３
セ
ン
チ
以
下
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ゴ
ミ
で
す
。
設
置
場
所
は
、
宮
之
浜(

駐
車
場
側

の
東
屋)

、
大
村
海
岸(

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
近
く
の
看

板
の
下
と
ゲ
ゲ
ゲ
ハ
ウ
ス
近

く
の
東
屋)

、
扇
浦(

レ
ス
ト

ハ
ウ
ス)

の
４
ヶ
所
で
す
。 

※
３
セ
ン
チ
以
上
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ゴ
ミ
や
大
き
な
海

ゴ
ミ
、
ビ
ン
・
缶
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
家
庭
ゴ
ミ
は

入
れ
な
い
よ
う
、
引
き
続

き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会(

Ｂ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｓ) 

in
fo

＠o
g
a
sa

w
a
ra

-b
o
iss.jp

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

入
林
簡
易
講
習
会 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ

ー
の
取
組
報
告
会
・特
別
講
演
会
の
開
催 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
ボ
ッ
ク
ス 
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「ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
」 

 

現
在
、
た
く
さ
ん
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
た
ち
で
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
る
小
笠
原
の
海
。
３
月
に
入
り
、
い
よ
い

よ
ザ
ト
ウ
シ
ー
ズ
ン
も
折
り
返
し
地
点
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
後
半
戦
に
向
け
、
今
月
の

村
民
だ
よ
り
で
も
、
こ
こ
ま
で
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来

遊
状
況
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
毎
年
12
月
か
ら
翌
年
５
月
に
か
け

て
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
か
ら
毎
朝
30

分
間
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
目
視
観
測
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
次
の
グ
ラ
フ
は
、
半
月
ご
と
に
そ
の
平
均
発
見

頭
数
を
ま
と
め
た
結
果
で
す
。 

                  ]     

先
月
の
村
民
だ
よ
り
で
は
、
１
月
前
半
の
時
点
に

お
い
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
過
去
２
シ
ー
ズ
ン
を
大
き
く

上
回
る
勢
い
で
順
調
に
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
が
確

認
で
き
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
そ
の
後
１

か
月
間
の
結
果
を
見
て
い
く
と
、
１
月
後
半
の
平
均

発
見
頭
数
は
約
27
頭
、
そ
し
て
２
月
前
半
の
平
均
発

見
頭
数
は
約
30
頭
と
、
引
き
続
き
過
去
２
シ
ー
ズ
ン

以
上
の
観
測
値
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
ク
ジ
ラ
た
ち
の
来
遊
が
少
し
前
倒
し

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
シ
ー
ズ
ン
全
体
を

通
し
て
例
年
以
上
の
発
見
数
と
な
る
の
か
、
と
て
も

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
３
月
以
降
の
観
測
結
果

を
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
！ 

 

【ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル
ー
ル
遵
守
の
お
願

い
】 

現
在
、
本
格
的
な
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
船
舶
の
航
行
速
度
を
落
と
し
た
り
、
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
中
も
周
囲
の
状
況
確
認
を
き
ち
ん
と
行

っ
た
り
す
る
等
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
安

全
に
楽
し
む
た
め
、
そ
し
て
ク
ジ
ラ
に
と
っ
て
も
優
し

い
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
え
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
次
に

掲
げ
る
自
主
ル
ー
ル
の
遵
守
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
減
速
水
域

と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
侵
入
禁
止

水
域
と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
ほ
う
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に
接

近
し
て
き
た
場
合
は
、
低
速
で
離
れ
る
か
停
船
状
態

と
し
、
侵
入
禁
止
水
域
か
ら
脱
す
る
ま
で
こ
の
行
動

を
と
る
。 

 

● 

問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)   

２
ー
３
２
１
５ 

 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
274 

 ―

伊
豆
諸
島
で
ウ
ミ
ガ
メ
調
査―

 

一
昨
年
か
ら
地
球
環
境
基
金
の
助
成
を
受
け
、
伊

豆
諸
島
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
小
笠
原
で
生
ま
れ
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
は

す
ぐ
に
小
笠
原
を
離
れ
外
洋
に
旅
立
ち
ま
す
。
そ
の

後
、
ど
こ
へ
行
き
、
ど
こ
で
成
長
す
る
の
か
は
、
ま
だ

完
全
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
伊
豆
諸
島
で

見
つ
か
る
カ
メ
達
が
ど
こ
で
生
ま
れ
た
の
か
、
ま
た
、

小
笠
原
生
ま
れ
の
カ
メ
が
ど
れ
だ
け
伊
豆
諸
島
で
生

活
し
て
い
る
の
か
、
こ
れ
ま
で
未
解
明
で
あ
っ
た
出
生

地
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。 

伊
豆
諸
島
で
は
ほ
と
ん
ど
産
卵
は
確
認
さ
れ
な
い

た
め
、
素
潜
り
で
海
中
の
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
、
標
識

付
け
や
外
観
調
査
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
サ
ン
プ
ル
の
採
取
を
行
い

ま
す
。
「え
？
素
潜
り
で
ど
う
や
っ
て
カ
メ
捕
ま
え
る

の
？
」と
思
い
ま
す
よ
ね
。
私
も
始
め
る
前
は
無
理
か

も
？
と
思
っ
て
い
ま
し
た(

脳
内
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
し
て
い
ま
し
た
が…

)

。
し
か
し
、
実
際
調
査
を
始

め
て
み
る
と
意
外
や
意
外
、
思
い
の
ほ
か
ス
ム
ー
ズ
に 

カ
メ
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
泳
い
で
い

る
個
体
は
捕
ま
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
寝
て
い
る
個
体

や
エ
サ
を
食
べ
て
い
る
個
体
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
順
調
に
カ
メ
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
誰
で
も
捕
ま
え
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
本
調
査
を
通
じ
て
覚
醒
し
た
ス
ー
パ
ー
カ
メ

採
り
名
人
く
ん
が
大
活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。(

調

査
遂
行
に
当
た
り
東
京
都
の
許
可
を
得
て
い
ま
す
。) 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
年
は
全
て
の
島
を
訪
れ
、
関
係

者
や
協
力
者
の
方
々
に
挨
拶
や
調
査
内
容
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
昨
年
は
御
蔵
島
、
三
宅
島
、
式
根
島
、

青
ヶ
島
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
青
ヶ
島
で
は
船
が
空

を
飛
ぶ(

写
真)
と
い
う
衝
撃
的
な
光
景
を
目
に
し
、

「世
界
に
は
ま
だ
ま
だ
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
だ
な
」と
な
ん
だ
か
エ
モ
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
１
月
に
入
っ
て
す
ぐ
に
八
丈
島
に
調
査
に
行

き
ま
し
た
。
傭
船
予
定
で
し
た
が
海
況
が
悪
く
、
陸

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
の
調
査
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
運
悪
く
、
年
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
大
寒
波
に

ぶ
ち
当
た
り
、
滞
在
中
に
何
度
か
ひ
ょ
う
が
降
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
行
け
る
日
は
で
き
る
だ
け

海
に
出
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
期
待
以
上
の
サ
ン

プ
ル
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！
調
査
に
関
わ

っ
た
す
べ
て
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
今
後
は
大
島
・

神
津
島
で
も
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。
小
笠
原
の
カ

メ
が
生
ま
れ
た
後
ど
こ
で
ど
ん
な
風
に
過
ご
し
て
い

る
の
か
、
今
回
の
調
査
で
そ
の
一
端
が
分
か
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
が
で
た
ら
、
ま
た
報
告
い

た
し
ま
す
。 

           ―

今
年
も
や
り
ま
す
。
報
告
会―

 

３
月
８
日(

金)

午
後
６
時
～ 

ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
最
新
の
ア
オ

ウ
ミ
ガ
メ
調
査
の
結
果
や
小
笠
原
生
ま
れ
の
ウ
ミ
ガ

メ
た
ち
が
ど
こ
へ
向
か
っ
た
か
な
ど
海
洋
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
講
演
と
、
京
都
大
学
と
共
同
で
行
っ
た
実
験
の

成
果
報
告
を
行
い
ま
す
。
当
日
、
直
接
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

  

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

２―
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「続
・小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

大
正
時
代
の
終
わ
り
頃
、
チ
ェ
コ
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ

ら
が
来
島
し
、
約
４
か
月
間
滞
在
し
ま
し
た
。
当
時
の

小
笠
原
の
様
子
を
貴
重
な
挿
絵
と
と
も
に
記
述
し
た

紀
行
書
「OG

A
S

A
V

A
R

A

」（鈴
木
明
訳
）が
本
村

教
育
委
員
会
保
管
資
料
に
あ
り
ま
す
。 

 大
正
時
代
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ
編
（３
） 

扇
浦
の
宿
に
到
着
し
て
２
日
目
、
仕
事
に
取
り
か

か
り
絵
具
箱
を
開
き
ま
し
た
。
運
良
く
探
し
当
て
た

指
物
師
に
額
縁
を
作
成
し
て
も
ら
い
、
熱
帯
の
太
陽

の
下
で
良
く
乾
い
た
カ
ン
バ
ス
は
自
分
で
作
成
し
ま

し
た
。
宿
に
近
い
丘
の
上
に
は
小
さ
な
お
寺
が
あ
り
、

毎
朝
規
則
正
し
く
撞
く
鐘
の
音
が
目
覚
ま
し
時
計
の

代
り
で
し
た
。
未
完
成
の
小
さ
な
作
品
「お
茶
の
前
で
」

の
仕
上
げ
に
取
り
か
か
り
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
午
前

中
は
ス
ケ
ッ
チ
、
午
後
は
絵
の
構
成
を
考
え
る
事
が

日
課
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
時
々
は
フ
ク
さ
ん
、
大
竹

さ
ん
、
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
さ
ん
な
ど
村
の
美
人
さ
ん
に
モ

デ
ル
に
な
っ
て
も
ら
い
肖
像
画
を
描
き
、
村
の
お
じ
さ

ん
に
来
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
村
の
人
た

ち
は
、
私
た
ち
の
仕
事
に
大
き
な
興
味
を
示
し
て
い

ま
し
た
。
特
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽
培
・販
売
を
し
て
い

る
商
人
は
、
自
分
の
肖
像
画
の
作
成
を
強
く
に
求
め

て
き
た
の
で
、
仕
方
な
く
承
知
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

こ
の
人
は
一
緒
に
絵
を
描
い
て
い
る
画
家
ブ
リ
ュ
ル
ー

ク
の
作
品
に
も
目
を
つ
け
、
３０
円
（現
在
の
価
値
で
約

15
万
円
）と
、
こ
の
島
で
の
大
金
を
提
示
し
て
欲
し
が

り
ま
し
た
が
、
こ
の
作
品
を
大
切
に
し
て
い
る
ブ
リ
ュ

ル
ー
ク
は
売
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

後
、
他
の
村
人
か
ら
も
何
度
も
絵
を
お
願
い
さ
れ
、
理

髪
師
さ
ん
に
は
「何
か
の
記
念
に
」と
絵
を
描
く
こ
と

を
気
安
く
約
束
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
代
わ
り
に
理

髪
師
さ
ん
は
、
頭
を
刈
る
こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
村
の
警
察
官
に
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
小
さ
な
ス
ケ
ッ
チ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

ブ
リ
ュ
ル
ー
ク
の
絵
で
は
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ

り
ま
し
た
。
額
縁
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
指
物
師
の

カ
ネ
ク
さ
ん
に
も
「記
念
に
」と
何
枚
か
絵
を
差
し
上

げ
ま
し
た
が
、
自
分
の
家
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る

別
の
大
き
な
絵
を
譲
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。

ブ
リ
ュ
ル
ー
ク
は
こ
の
絵
を
譲
り
た
く
な
か
っ
た
の
で

別
の
ス
ケ
ッ
チ
も
見
せ
た
の
で
す
が
、
カ
ネ
ク
さ
ん
は

納
得
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
や
り
取
り
は
、
島
か
ら

発
つ
日
の
直
前
ま
で
続
き
ま
し
た
。
カ
ネ
ク
さ
ん
は

ひ
ど
く
落
ち
込
み
、
我
々
が
お
願
い
し
た
仕
事
も
断

り
続
け
る
の
で
、
仕
方
な
く
絵
を
渡
し
ま
し
た
。
す
る

と
カ
ネ
ク
さ
ん
は
急
に
機
嫌
が
直
り
、
絵
を
村
の
人

た
ち
に
見
せ
て
廻
り
、
理
髪
師
と
一
緒
に
我
が
家
を

訪
れ
、
お
礼
に
と
地
元
の
酒
一
瓶
と
臭
い
の
き
つ
い
大

根
の
漬
物
を
何
キ
ロ
も
持
っ
て
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
が
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
と
周
り
に

村
の
人
達
が
沢
山
集
ま
り
、
じ
っ
と
私
た
ち
の
作
業

を
見
て
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
で
さ
え
大
人
し
く
し

て
い
た
の
で
嫌
な
こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
つ
も
歌
を
歌
っ
て
い
る
家
主
の
息
子
テ
ル
さ
ん
は
元

気
の
よ
い
可
愛
い
坊
や
で
、
ブ
リ
ュ
ル
ー
ク
の
子
供
た

ち
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
束
を
お
や
つ
替
わ
り
に
持
っ
て

来
て
く
れ
ま
し
た
。 

祝
日
に
な
る
と
幼
い
女
の
子
は
色
柄
の
着
物
を
着

ま
す
。
着
物
の
袖
が
幅
広
く
翼
の
よ
う
な
の
で
ま
る

で
大
き
な
蝶
を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

・・・次
回 

大
正
時
代
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ
（４
）に
つ
づ

く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
百
六
貝
「長
距
離
フ
ラ
イ
ト
」 

 

何
万
年
、
何
十
万
年
と
い
う
進
化
の
時
間
ス
ケ
ー

ル
に
比
べ
れ
ば
、
人
生
な
ど
ほ
ん
の
一
瞬
で
あ
る
。
人

生
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
出
来
事
で
も
、
進

化
の
歴
史
に
は
無
数
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
よ

い
。
従
っ
て
人
間
の
観
察
記
録
に
な
く
て
も
、
長
い
進

化
の
時
間
を
過
ご
し
て
き
た
カ
タ
ツ
ム
リ
に
と
っ
て

は
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
出
来
事
と
い
う
の
は
あ
り
そ

う
だ
。 

我
孫
子
市
の
博
物
館
で
鳥
を
研
究
し
て
い
る
知
人

が
、
千
葉
県
の
湿
地
で
調
査
中
に
変
な
シ
ギ
を
見
つ

け
た
。
胸
の
と
こ
ろ
に
何
か
つ
い
て
い
た
と
い
う
。
捕

獲
し
て
調
べ
て
み
る
と
、
つ
い
て
い
た
の
は
な
ん
と
巻

貝
だ
っ
た
。
大
き
さ
６
ミ
リ
ほ
ど
。
私
の
研
究
室
の
学

生
が
貝
を
受
け
取
り
、
そ
の
貝
の
仲
間
の
専
門
家
で

あ
る
別
の
学
生
に
渡
し
た
。
遺
伝
子
な
ど
を
解
析
し

た
結
果
、
日
本
に
い
る
は
ず
の
な
い
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
淡
水
貝
だ
と
判
明
し
た
。 

渡
り
鳥
の
こ
の
シ
ギ
は
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
間
を
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
往
来
す
る
。
わ
ず
か
数
日
で

４
千
キ
ロ
の
距
離
を
飛
行
す
る
と
い
う
。
こ
の
巻
貝
は

シ
ギ
の
体
に
張
り
付
い
た
ま
ま
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を

発
ち
、
太
平
洋
を
縦
断
し
て
日
本
に
到
着
し
た
の
で

あ
る
。 

こ
の
発
見
は
、
鳥
に
乗
っ
て
巻
貝
が
長
距
離
移
動

を
果
た
し
、
条
件
さ
え
良
け
れ
ば
到
達
先
の
新
天
地

で
定
着
し
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る (

※)

。 

小
笠
原
に
も
頻
繁
に
渡
り
鳥
が
渡
来
す
る
の
で
、

固
有
マ
イ
マ
イ
の
い
く
つ
か
は
、
そ
の
祖
先
が
鳥
に
乗

っ
て
や
っ
て
来
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
も
知
ら
ぬ

間
に
ど
こ
か
ら
か
来
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
見
慣

れ
な
い
外
国
産
の
種
類
が
見
つ
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

人
が
運
ぶ
外
来
種
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
注
意
が
必

要
だ
。 

※S
a
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【文
】東
北
大
学
教
授 

千
葉 

聡 

【イ
ラ
ス
ト
】小
野 

恵 

 

●
問
合
せ
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小
笠
原
村
教
育
委
員
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生野菜は、季節や天候に左右されますが、

冷凍野菜は１年中いつでも入手可能。 

価格の変動も少ないので家計に優しい！ 

長期保存できるので、必要な時に必要な

分だけ使えます。また、下処理してある

のでゴミも出ません。 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 

2－3939 

 

クジラ：野菜は身体に良いのは分かるけど、野菜をとるってなかなか難しいなぁ。 

保健師：令和元年に行われた調査※では、１日平均して１皿分（７０ｇ）の野菜が足りていないという 

    結果が出ています。冷凍野菜を使えば、手軽に野菜料理を１品追加できますよ！ 

クジラ：そうか～。冷凍野菜をあまり使ったことがなかったけど、買ってみよう！ 

保健師：冷凍ブロッコリーを使ってサラダにしても良いですね。 

― 村民課福祉係 ― 

―  第２８９号 ― 

 
けんこう通信

私たちの体は、食事による栄養素で健康・成長が促されます。その中でも野菜は「健康にいい」と理解していても、意識し

ていないと、不足しやすいものです。今月は野菜をおいしく、手軽にとるコツをご紹介します。 

野菜には、ビタミン・カリウム・食物繊維などの栄養素

を多く含んでいますが、これらの成分はヒトの体内では

殆ど作ることができません。そのため食事で摂取する必

要があります。 

ビタミン：体内の細胞・組織の酸化（老化）を抑制する。 

カリウム：体内の塩分を排出し、血圧を下げる。 

食物繊維：腸内環境を良好に保ち、コレステロールの吸

収を抑える。 

冷凍野菜のメリット 

 

あと１品ほしいときに

サッと作れます♪ 

野菜を調理するのに１番手間がかかるのが、皮

をむくなどの下処理。冷凍野菜なら下処理が済

んでいるので調理時間を「時短」できます！ 

メリット① 時短調理できる！ 

1日に必要な野菜摂取量は３５０ｇ！ 

 

なぜ野菜を食べることが大切なの？ 

 

メリット③ いつでも手に入る！ メリット② 無駄がない！ 

お手軽！簡単！おすすめ冷凍野菜レシピ！ 

 

冷凍かぼちゃ・・・100ｇ（大２切れ） 

★砂糖    ・・・小さじ１ 

★しょうゆ ・・・小さじ 1/2 

★マヨネーズ・・・小さじ 1/2 

 ～～作り方～～ 

① 冷凍かぼちゃを耐熱容器に入れてラップしレンジで

500W、２分ほど加熱する。 

② かぼちゃをレンジから取り出して、スプーンでつぶす。 

③ ①に★の調味料を入れ、混ぜ合わせる。 

材料（１人分） 

 

材料（１人分） 

 冷凍パプリカ  ・・・60ｇ 

★酢       ・・・小さじ 1/2 

★オリーブオイル・・・小さじ 1/2 

★塩こしょう  ・・・少々 

★はちみつ   ・・・１ｇ 

～～作り方～～ 

① 冷凍パプリカを耐熱容器に入れてラップしレンジで

500W、２分ほど加熱する。 

② ★の調味料をよく混ぜてマリネ液を作る。 

③ ②に①を漬け込み、冷やす。 

 
入港日以外だと、生野菜が手に入りにくい小笠原ですが、 

冷凍野菜を使うことで、手軽に野菜をとることができますよ♪ 

 

（※令和元年国民健康栄養調査） 

 

http://3.bp.blogspot.com/-v3bUhbtBi1Y/UUFxxbikL-I/AAAAAAAAO1A/vqZw9bYuabY/s1600/vegetable.png


兄島アノール侵入防止柵 住民説明会 入港日

芝税務署・東京税理士会 出張申告相談(父島)

栄養教室(父島)

入港日 村議会(予算特別委員会)(・1９日)

東京三弁護士会による法律相談(母島) 南島外来植物除去ボランティア申込〆切

芝税務署・東京税理士会 申告相談(父島)(・５日) 出港日

東京三弁護士会による法律相談(父島) 乳幼児計測会(母島)

東京都立大学公開講座(父島) 原付免許学科試験申込〆切

森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

南島外来植物除去ボランティア

原付免許学科試験

出港日 粗大ごみ収集（母島）
「ムニンタイトゴメ」「シマウツボ」講演会(父島)

小笠原村職員(事務)募集〆

定期予防接種(父島・母島) 入港日

森林生態系保全センター報告会・特別講演会 ネット・テレビ一時サービス停止(母島)(～27日)

電話による無料法律相談

ウミガメ報告会(オンライン開催)

入港日

福祉バザー(父島) 出港日

小笠原中学校 音楽発表会 携帯電話一時サービス停止(母島)(～27日)

ネズミの一斉防除(父島)(～15日)

出港日

行政相談所の開設(父島)

母島巡回労働相談

村議会(本会議) 入港日

林野庁補助事業オンライン実施報告会

村議会(各委員会・本会議) 村民みんなのクーポン券換金請求〆切

乳幼児健診・歯科健診(父島) 会計年度任用職員(保育園)の募集〆切
母島巡回ペット診療・相談(・15日)

扇浦園地 キッチンカー申込〆切

ネコの島内譲渡申込〆切

「住民税(村民税・都民税)」の申告期限

出港日

※        マーク：小笠原高校 図書館開放日
※ 島しょ法律相談(電話相談)(東京都)１日・４日・６日・８日・1１日・1３日・1５日・１８日・2２日・2５日・２７日・２９日

31 日

金 30 土

29 金

15

14 木

水 28 木

27 水火

13

12

月 26 火

25 月日

11

10

9

8

土 24 日

23 土金

7

水

6 水

木 22 金

21 木

2

5 火 20

4 月 19 火

金

3 日 18 月

土 17 日

16 土

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日

1

行　事　予　定

春分の日

3月のカレンダー


